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千葉県循環器病センターの紹介

外来構成
糖尿病看護認定看護師 １名
日本糖尿病療養指導士 看護師5名
千葉県糖尿病療養指導士 看護師4名

看護助手5名

前身 千葉県立鶴舞病院
所在地 千葉県市原市鶴舞５７５
病床数 ２２０床
診療科 １４

房総半島の中央部に位置する公立
病院であり災害拠点病院です。山間
部に位置し、自然豊かな環境です。



1．はじめに

CGMは、センサーを装着して細胞の間質液中グル
コース値を連続して測定することができ、日常生活へ
の影響も少ないことから血糖変動を詳細に知るために
活用されている。糖尿病合併症重症化予防のために、
より良い血糖コントロールが重要である。
当院では、SMBGのみでは見逃されていた高血糖、低
血糖を、CGMとローテーションシートを活用することに
よりインスリンやGLP-1受容体作動薬の適正使用に繋
げている。CGMとローテーションシートを使用した注射
部位の適正化へ向けた患者指導について報告する。



2．背景

持効型インスリンの反復注射でアミロイド沈着が形
成され、吸収不全が起こり、血糖コントロール不良
となる。夜間の血糖は持効型インスリンのみで決ま
り、夕食（～20時）の影響は、24時で終わる。夜間
の食事はなし、夜間の運動なしの条件の下で、夜
間のCGMデータから、責任インスリンである時効型
インスリンの吸収不全部位を特定する。



①BDローテートシート（ビニール）に番地をふる

3．ツールとワークフロー



②注射の番地と月日を記載した紙シートを作成

③CGM装着し、紙シートに沿って、持効型製剤を打つ
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④CGM回収し、レポート出力し、5および6ページの各測定日の持効
型の注射番地を記入

⑤それぞれの持効型製剤の責任のある時間帯（0時～6時）の効果
判定
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⑥注射禁止番地を特定

⑦BDシートの注射禁止番地をビニールテープで塞ぐ



⑧紙シートにも同様に×印で注射禁止番地を明示し、そこを避けた
ローテーションスケジュール（何月何日は何番地）を渡し、CGMを行
い、同様に評価
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4．症例

《患者紹介》
30歳代 男性 劇症1型糖尿病
時効型インスリン製剤：ﾗﾝﾀｽXR24単位 （朝）
超速効型インスリン製剤：ｱﾋﾟﾄﾞﾗｿﾛｽﾀｰ

朝15ー昼16ー夕17（単位）
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《経過》

食事、運動の調整はなし。

2018．8 2019．7 2019．11

HbA1c 10．0 7．9 8．3

インスリン量は変わらないが、血糖コントロールが改
善した。



注射禁止番地の分布図から考えられること
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糖尿病療養指導ガイドブックにもインスリン皮下注射は「2～3cm
ずらして注射」と記載されている
吸収不全をもたらす反復注射の危険性のある指導方法を行って
いる



これまでの注射指導方法では、インスリンの吸収
不全から血糖コントロール困難をもたらす



CGMと腹壁CTを活用したインスリン注射部位の適正化
血糖コントロール別の注射禁止部位数比較

X:血糖コントロール,Y:不適箇所数
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CGMと腹壁CTを活用したインスリン注射部位の適正化の効果
血糖コントロールおよび持効型インスリン投与量

（適正化前のＨｂＡ１ｃ≧８％の患者群）
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CGMと腹壁CTを活用したインスリン注射部位の適正化の効果
血糖コントロールおよび持効型インスリン投与量

（適正化前のＨｂＡ１ｃ＜８％の患者群）
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事実 看護師の思い 患者の思い

打ちやすいから同じよ
うな箇所に注射してい
た

固定範囲で注射することは
場所を考えなくていいし、で
きるだろう

固定＝容易

届きにくい場所は
注射しにくい

ズボンを下ろして
毎回注射は難しい

注射範囲適正化へ向けた医療者の思いと患者の思い

アミロイド形成されにくかった部位は
患者が注射困難な部位だった

下腹部に注射固定打ちを指導し、注射の傷跡ができてしまった



事実 看護師の思い 患者の思い

打ちやすいから同じよ
うな箇所に注射してい
た

固定範囲で注射することは
場所を考えなくていいし、で
きるだろう

固定＝容易

届きにくい場所は
注射しにくい

ズボンを下ろして
毎回注射は難しい

患者のどんな思いから同じような箇所に注射していたのか、1人1人
の理由に耳を傾けなければ注射の継続は難しい！

できなかった理由はみんな同じではない。
患者の身体的な理由や思いに寄り添って支援することが重要！

注射範囲適正化へ向けた医療者の思いと患者の思い

アミロイド形成されにくかった部位は
患者が注射困難な部位だった

下腹部に注射固定打ちを指導し、注射の傷跡ができてしまった



まとめ

従来のインスリン自己注射指導法は同一箇所に注射部位を反復し
やすい指導方法であり、吸収不全をきたすことから、ローテーション
シートを使用した指導への検討が必要である。

インスリン注射は患者の生活である。持効型インスリン製剤を長
期間反復注射することで吸収不全部位が生じ、血糖コントロール
の悪化をもたらすことがあきらかになった。

注射禁止番地を避けた注射部位の適正化で、HbA1c≧8％の群で
は、血糖コントロールの改善が、HbA1ｃ＜8％の群では、持効型イン
スリンの投与量が減少した。

重症化予防のための新しい支援として、注射の適正化のためには
注射範囲の選定が重要である。



CGMとローテーションシートを活用した注射範囲の適正化
ー私たち医療者ができることー

吸収不全部位は、これまで自分の身体を大切に思い、
注射を継続してきた証であり、実績である。患者が継続
してきた注射方法を認めながら、CGMとローテーション
シートを使用し結果を共有することで、より安全なイン
スリン注射療養支援を行う

インスリンの新規導入患者は、ローテーションシートを
導入し、吸収不全部位を形成しないような
注射療養支援を行う



御清聴ありがとうございました
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